
○令和２年７月豪雨により甚大な被害が発生したことを踏まえ、球磨川においては、国、県、市町村等が連携し、被災した箇所で、河道掘削、
堤防整備、輪中堤・宅地かさ上げ、遊水地等の取り組みを集中的に実施することにより、令和２年７月豪雨と同規模の洪水に対して、越水に
よる氾濫防止※（人吉市の区間等）、家屋の浸水防止※（中流部）など、流域における浸水被害の軽減を図る。
※従来から検討してきた貯留型ダム並びに再開発後の市房ダムによる洪水調節の効果を含む

○令和３年出水期までに、浸水被害箇所等の堆積土砂の撤去やタイムラインの改善等を緊急的に実施。

①
②

③

④

R3.10撮影

球磨川水系緊急治水対策プロジェクトの進捗状況について

問合せ先 国土交通省 九州地方整備局 八代河川国道事務所 ０９６５－３２－４１３５

球磨川水系緊急治水対策プロジェクトについて
八代河川国道事務所HPで進捗状況を公表中▶

【ハード対策の進捗状況】 令和４年２月末時点

①河道掘削
令和３年出水期まで：約70万m3掘削完了
令和３年出水期以降：約67万m3掘削完了、引き続き推進を図る

②輪中堤・宅地かさ上げ（6地区）
地元協議中、測量実施中、地質調査実施中、用地調査中

③引堤（延長約600m）
地元協議中、用地測量実施中

④遊水地（調節容量約600万m3）
地元協議中、用地測量実施中、地質調査実施中

○災害復旧（堤防決壊を含む）
本復旧 完了

22箇所
実施中
9箇所

0% 70.9% 100%

本復旧 完了
73箇所

実施中
67箇所

0% 52.0% 100%

○災害復旧（権限代行）

施工状況（八代市）

R4.2撮影

護岸復旧完了（八代市）

R4.2撮影

令和４年２月末時点
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令和４年２月末時点
実施中箇所

③ ㉑

⑨

○出水期前までに予定していた約７０万ｍ３の掘削が令和３年５月末までに完了。
○引き続き、球磨川河道内の掘削を行っており、令和４年２月末現在約６７万ｍ３を撤去。

河道掘削の進捗状況について

令和４年２月末時点
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令和２年７月時点

護岸等の災害復旧状況について
○護岸等の被災箇所のうち、緊急性の高い１８箇所の被災箇所については本復旧が概ね完了。
○残りの箇所（高水敷の被災等）については応急復旧を完了し、令和３年度中に全２９箇所の本復旧完了を目指す。

問合せ先 国土交通省 九州地方整備局 八代河川国道事務所 ０９６５－３２－４１３５

：被災箇所（令和３年度中に完成予定）
：被災箇所（本復旧完成）

【被災状況】 【復旧状況】

R2.7撮影 R4.2撮影

球磨川右岸16k400付近
（八代市坂本町坂本）

⑥

R4.2撮影R2.8撮影

球磨川右岸18k00付近
（八代市坂本町藤本）

⑩

R2.7撮影

③被災状況

R4.2撮影

③復旧完了球磨川左岸13k000付近
（坂本西部地先）

⑦

球磨川右岸14k600付近
（八代市坂本町生名子）

R2.7撮影 R4.2撮影

【位置図】

令和４年２月末時点
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○権限代行９河川については、令和３年５月末までに約２０万ｍ３の土砂掘削を完了。
○護岸等の被災施設の復旧については、約１４０箇所の全箇所に着手し、令和３年度中の本復旧完成を目指す。

【施工後状況】【施工前状況】

問合せ先 国土交通省 九州地方整備局 八代復興事務所 ０９６５－３９－５１０１

②川内川
（掘削前）

②川内川
（掘削後）

護岸被災等の復旧について（権限代⾏区間）

【施工状況】

R4.2撮影

②川内川 ③庄本川

R4.2撮影

R4.2撮影

④芋川 ⑨告川

R4.2撮影

令和４年２月末時点
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○輪中堤・宅地かさ上げについて、県及び関係市町村と連携を図ったうえで対象となる各地区で事業説明会を令和３年３月から順次開催
（３市町村 計３５回開催 ※２月末時点）。
○事業説明会にて事業説明及び現地立ち入りの説明を行ったうえで、令和３年４月から現地調査（測量等）を行い、現在、測量・地質調
査・用地調査等を実施中。

○また、復興・再生に向けた各地区のまちづくり懇談会等に参加し、地元との合意形成に努めている。

輪中堤・宅地かさ上げの進捗状況について

令和4年1月〜２月の説明会等実施状況

※地図上の範囲は測量等のおおまかな計画範囲を示す

球磨村神瀬地区宅地かさ上げ高さ確認（R4.2.5）
地域住⺠の皆様に宅地かさ上げの⾼さを具体的にイメージして頂くことを目的とし、神瀬地区
中心部において宅地かさ上げ後の⾼さを示すテープを国、熊本県、球磨村、地域の方と協働で
地区の電柱等に設置した。

用地調査の状況【芦北町白石地区】 地質調査の状況【八代市坂本地区】

令和４年２月末時点
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○引堤・遊水地について、県及び関係市町村と連携を図ったうえで対象となる各地区で事業説明会を令和３年２月から順次開催。
（４市町村 計２４回開催 ※２月末時点）
○事業説明会にて事業説明及び現地立ち入りの説明を行ったうえで、令和３年４月から現地調査（測量等）を行い、現在、用地測量、地質調査を実施中。
○また、復興・再生に向けた各地区のまちづくり懇談会等に参加し、地元との合意形成に努めている。

引堤・遊水地の進捗状況について

人吉市

相良村

球磨村

錦町

川
辺

川
川
磨
球

遊水地

堤防整備（引堤)

問合せ先 国土交通省 九州地方整備局 八代河川国道事務所 ０９６５－３２－４１３５

令和4年1月〜２月の説明会等実施状況

※図上の点線囲み範囲は測量等のおおまかな計画範囲を示す

地質調査の状況【錦町】

事業説明会（R4.1.28）【錦町】

用地測量の状況【相良村】

令和４年２月末時点
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球磨川水系河川整備基本⽅針の変更、球磨川水系河川整備計画の策定に向けて

河川整備基本⽅針・河川整備計画の策定の流れ

球磨川水系河川整備計画策定に向けて
※球磨川水系学識者懇談会の開催状況

令和３年 8月４日 第1回学識者懇談会

令和３年12月13日 第2回学識者懇談会

令和4年 2月17日 第3回学識者懇談会

球磨川水系河川整備基本⽅針変更⼿続き
※河川整備基本⽅針検討小委員会の開催状況

令和3年7月8日 第１回審議
令和3年9月6日 第２回審議
令和3年9月29日 第３回審議
令和3年10月11日 第４回審議
令和3年12月2日 再審議

令和3年12月17日 河川整備基本方針変更

○球磨川水系では、河川整備基本方針（平成１９年５月策定）で定めた基本高水のピーク流量を上回る洪水が発生したことを踏まえ、
令和３年１２月１７日に 球磨川水系河川整備基本方針の変更を行なった。

○変更した球磨川水系河川整備基本方針に基づき、今後概ね20〜30年間の具体的な河川整備の目標や内容を示す“球磨川水系河川整備計
画”の策定手続きを現在進めている。

○河川整備計画策定に向けて、令和４年２月１７日に第３回球磨川水系学識者懇談会を開催。
【 主 な 議 事 】 ・球磨川水系河川整備計画（原案）に盛り込むべき河川整備の考え方の整理

・河川整備計画で位置づける整備メニューについて(目標流量を安全に流下させるための対策)
○これまで事業説明会等において住⺠の皆様から様々なご意⾒をいただいているが、河川整備計画（原案）を作成した際には、
あらためて住⺠の皆様のご意⾒をいただく機会を設ける予定。

○河川整備基本方針とは
・⻑期的な視点に⽴った河川整備の基本的な方針を記述する
・個別事業など具体の河川整備の内容を定めず、整備の考え方を記述する

〇河川整備計画とは
・２０〜３０年後の河川整備の目標を明確にする
・個別事業を含む具体的な河川の整備の内容を明らかにする

河川整備計画
の案の作成

河川整備計画の
決定・公表

河川整備基本方針
の決定・公表

河川整備基本方針
の案の作成

河
川
整
備
計
画

河
川
整
備
基
本
方
針

河川法（昭和39年7月10日法律第167号）（抄）
（河川整備基本方針）
第十六条（略）
２（略）
３ 国土交通大臣は、河川整備基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、社会資本整備審議会の意見を聴かなければならない。
４〜５（略）
６ 前三項の規定は、河川整備基本方針の変更について準用する。

令和４年２月末時点
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各説明会等実施状況（令和4年2月25日時点)

■流域治水に関する説明会・懇談会（R3.2月～)

◇開催・参加回数 １１３回
◇のべ参加人数 ３，８９１名

自治体毎内訳
八代市 ４８回 芦北町 ７回
人吉市 ２３回 球磨村 ２２回
その他 １３回

■河川環境教育・防災教育（R2.7月～)

◇開催回数 １６回
◇のべ参加人数 ５４７名

直近の開催状況
（防災教育）
令和3年10月4日 熊本高専八代キャンパス5年生 20名参加
令和3年10月15・22日 八代高校1年生 のべ24名参加
（河川環境教育）
令和3年10月15・22日 八代高校1年生 のべ116名参加
令和3年11月24日 宮地小学校ごみパトロール 24名参加

令和２年7月豪雨以降、八代河川国道事務所では円滑な事業進捗や住民の方への事業の理解促進に向け、事業に関する住民説明会を随
時実施している。
また、球磨川水系緊急治水対策プロジェクトに関連して、各自治体が開催する事業説明会やまちづくり懇談会に積極的に参加すること
で、地域の意見をお聴きして事業に反映し、円滑な事業進捗につなげている。
更に幅広い年代に球磨川流域への理解、防災意識を醸成して頂くための取り組みとして、流域の学校を対象に河川環境教育・防災教育
に取り組んでいる。

事業説明会の様子
（球磨村）

事業説明会の様子
（球磨村）

防災教育の様子
（フィールドワーク）
防災教育の様子

（フィールドワーク）

環境教育の様子
（ごみパトロール）
環境教育の様子

（ごみパトロール）

円滑な事業進捗や住⺠理解促進に向けて

令和４年２月末時点
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